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高齢者の保健事業セミナー実施指針より
～ＫＤＢシステムの活用～

第１４９回市町村職員を対象とするセミナー
「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について」

令和元年10月25日（金） 資料２-５



高齢者の保健事業ワーキンググループを国保中央会に設置

設置の経緯

○厚生労働省は、平成28年、29年に高齢者の低栄養防止・重症化予防等の
推進に係る事業をモデル実施し、検証結果などを踏まえて、平成30年4月に「高
齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドライン」を作成した。

○これを踏まえ、国からの要請を受け、保健事業のガイドラインの普及及び保健
事業の全国的な横展開や介護予防との一体的な実施の推進を目的とした研修
指針案の作成や研修会の実施等の事業を行うために「高齢者の保健事業ワー
キンググループ」を国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会のもとに立
ち上げた。

○ワーキンググループによ
る研修指針の提示

○研修会の実施
○KDBシステムの活用に
ついて情報提供

○研修会の実施
○KDBシステムの活用につ
いて情報提供

○連携
○高齢者保健事業
の推進

○セミナーの実施
○KDBシステムの操作及
び活用支援

○支援・評価委員会によ
る支援

○セミナーの実施
○KDBシステムの操作
及び活用支援

○支援・評価委員会に
よる支援

高齢者の保健事業ワーキンググループ委員（任期：令和3年4月30日）

石崎 達郎
東京都健康長寿医療センター研究所研究部長
福祉と生活ケア研究チーム

澤田 弘一 岡山県鏡野町国民健康保険上齋原歯科診療所長

田中 和美 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科教授

◎津下 一代 あいち健康の森健康科学総合センター長

本田 あゆみ
福島県保健福祉部健康衛生総室地域医療課主幹
（健康危機管理担当）

太田 百合子 群馬県後期高齢者医療広域連合保健事業課長
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【国保連合会が実施する研修指針の内容の検討】
＜掲載内容＞
①高齢者の実態（社会的背景、健診・医療・介護の利用状況）
②国の動き（高齢者の保健事業・介護予防の実態、一体的実施について
の概要）
③関係者の役割（広域連合、構成市町村、都道府県、国保連合会）
④高齢者の保健事業セミナー実施指針
⑤研修企画、評価等に用いる各種様式

【研修についての効果検証の方法の検討】
以下の効果を検証するための項目及び方法を検討
①国保連合会が実施した研修会の効果
②保険者が研修会受講後に実施した高齢者の保健事業の効果

【上記研修指針を伝えるため中央会による連合会及び広域連合
向け研修会（本研修会）の内容の検討(10月10日開催済み)】

高齢者の保健事業ワーキンググループについて

◎は座長 2



国保連合会が後期高齢者医療広域連合と連携し、市町村研修会を実施する

国保連合会の強み

①KDBシステムを活用し保険者へ情報提供することができる。
②保健事業支援・評価委員会を活用し、研修実施後も保険者の事業を継続して支援できる。
③高齢者の医療の確保に関する法律に、国保中央会及び国保連合会の役割が明記されたことにより、広域連合と市町村の
コーディネート役を行うことができる。

研修後のフォローができる仕組みがある

令和元年度支援保険者数
(令和元年9月6日現在）

保険者
支援保険者数
（支援率）

都道府県 41（87.2％）

市町村国保 832（48.5％）

国保組合 68（42.0％）

広域連合 28（59.6％）

構成市町村へ
の直接支援

10

3



KDBシステムの活用
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〈高齢者の特性を踏まえた保健事業ガイドラインより〉
○後期高齢者の全体像を俯瞰的にみる
○地域の後期高齢者の健康課題を明確化
○保健事業の対象者となる高齢者の概数を把握
○保健事業対象者の抽出
○保健指導対象者への対応
○保健事業の評価への活用(個人・集団) 等



KDBシステムの活用（１）
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介護データのグラフ例 健診なし医療なし介護認定なしの者

csvデータを出力

健診
○＝健診あり
●＝保健指導あり

医科受診
○＝受診あり
●＝生活習慣病あり

介護認定
○＝介護認定あり
●＝介護受給あり

地区

健診あり 健診なし

医療あり 医療なし 医療あり 医療なし

介護あり 介護なし 介護あり 介護なし 介護あり 介護なし 介護あり 介護なし

A地区 2.1% 18.2% 0.1% 0.6% 25.5% 45.7% 1.0% 6.9%

B地区 2.4% 17.7% 0.0% 0.8% 28.1% 43.8% 1.3% 6.0%

C地区 1.1% 21.0% 0.0% 1.0% 23.5% 45.6% 0.7% 7.0%

D地区 0.8% 14.7% 0.0% 0.9% 30.5% 47.6% 0.2% 5.3%

E地区 1.7% 21.8% 0.0% 1.2% 27.5% 41.6% 0.4% 5.7%

F地区 3.1% 23.6% 0.0% 1.6% 28.9% 37.1% 0.9% 4.8%

G地区 2.1% 20.5% 0.0% 1.5% 27.8% 40.7% 1.0% 6.3%

H地区 0.5% 12.8% 0.0% 0.7% 26.9% 54.9% 0.5% 3.7%

I地区 1.4% 14.7% 0.0% 0.9% 26.6% 51.7% 0.2% 4.5%

J地区 0.0% 11.3% 0.0% 0.6% 29.2% 53.9% 0.0% 5.0%

健診・医療・介護の有無を集計。
各地区に占める該当する人数の割合を
上位・中位・下位で色分けする。

「被保険者管理台帳」(帳票ID：P26_006)

健診なし・医療なし・介護なしを
地区の地図で色分けする

被保険者全体を対象に過去5年間の健診の有無・医療受診の有無・介護認定の有無の
履歴を個人単位で紐づけた「被保険者管理台帳（帳票ＩＤ：Ｐ２６＿００６）」があ
る。この帳票を活用し、例えば健診も医療も介護もデータとして無い健康状態が不明な高齢
者について市町村全体、地域ごとにどのくらい存在するのかなど、全体像を俯瞰的にみること
ができる。

後期高齢者の
全体像を俯瞰的にみる



KDBシステムの活用（２）
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KDBシステム帳票「後期高齢者の健診状況」（帳票ＩＤ：Ｐ２６＿０１８）により、
確認できる。

後期高齢者の
健診・医療の状況

受診勧奨

健康状態不明

医療と連携して実施



国や自治体が公表するデータも併せて活用しながら
地域の状況を把握します。

ヒント

（比較先）
県

比較情報が出力される帳

票は、予め設定された比

較先「県・同規模・国」

と比較して地域の値が2倍

以上の場合は“赤”、

20％以上の場合は“緑”

で表示されます。
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KDBシステムの活用（３-①）

地域の健康課題の
明確化

「地域の全体像の把握(帳票ＩＤ:Ｐ21＿001)」は、人口構成や被保険者構成、生
活習慣、健診の結果状況、医療状況、介護状況について、県・同規模・国の状況と比較
することができる。この帳票を確認することで、地域の特徴や健康課題の明確化の手掛かり
となる。



KDBシステムの活用（3－②）
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地域の健康課題の
明確化

「健康スコアリング(健診・医療・介護）」帳票も、地域の健診・医療・介護の統計情報に
ついて、広域連合や市町村、地区単位で網羅的に閲覧できるものとして、令和元年度中
にリリースする予定である。



KDBシステムの活用（４－①）
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KDBシステム帳票「介入支援対象者一覧（栄養・重症化予防等）」（帳票ＩＤ：Ｐ
２７＿００９）により、確認できる。
この帳票では、栄養・口腔・重症化予防の対象者の概数と絞込みができる。

健康に課題がある人の
概数把握と
対象者の把握

栄 養

当
年

度

前
年

と
の
差

体重

Ｂ
Ｍ

Ｉ



KDBシステムの活用（４－②）
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KDBシステム帳票「介入支援対象者一覧（栄養・重症化予防等）」（帳票ＩＤ：
Ｐ２７＿００９）により、確認できる。
この帳票では、栄養・口腔・重症化予防の対象者の概数と絞込みができる。
口腔については、質問票がリリースされるまでは、KDBで抽出した対象者と質問票の突
合が必要である。

健康に課題がある人の
概数把握と
対象者の把握

当
年

度

前
年

と
の
差

体重

Ｂ
Ｍ

Ｉ

質問票は来年度リリース予定となっており、リリース後に質問票№４と№５を利用し、対象者の概数と絞込みができます。

口 腔



KDBシステムの活用（４－③）
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KDBシステム帳票「重複・多剤処方の状況」（帳票ＩＤ：Ｐ２７＿０１３）により、
確認できる。
この帳票では、重複処方薬剤数と、他医療機関との重複処方が発生した医療機関数
（同一月内）毎に、該当者人数を把握できる。

健康に課題がある人の
概数把握と
対象者の把握

服 薬

薬効分類から絞込み可能。



KDBシステムの活用（４－④）
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KDBシステム帳票「介入支援対象者一覧（栄養・重症化予防等）」（帳票ＩＤ：Ｐ
２７＿００９）により、確認できる。
この帳票では、栄養・口腔・重症化予防の対象者の概数と絞込みができる。

健康に課題がある人の
概数把握と
対象者の把握
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健診情報

糖尿病性腎症重症化予防についてのKDBシステムの活用に
ついては、「糖尿病性腎症重症化予防セミナーの研修プログラ
ム」（2019年7月＿国保中央会発行）を参照。



KDBシステムの活用（５－①）
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KDBシステム帳票「介入支援実施前後の比較（栄養・重症化予防等）＿個人別」
（帳票ＩＤ：Ｐ２７＿０１０）により、確認できる。

事業評価（個人別）
栄養・口腔・重症化予防
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健診情報
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傷病名

健診結果、検査値の変化 医療機関への受診確認



KDBシステムの活用（５－②）
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KDBシステム帳票「介入支援実施前後の比較（服薬管理）＿個人別」（帳票ID：
P27_018）により事業実施予定者の事業実施前後の重複・頻回受診、重複・多剤
処方の状況を確認できる。

事業評価（個人別）
服薬

事業実施予定者の重複・頻回受診、重複・多剤処方につ
いて、個人別に、事業実施前後の数値を確認します。



KDBシステムの活用（５－③）
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KDBシステム帳票「介入支援実施前後の比較（栄養・重症化予防等）＿全体」
（帳票ＩＤ：Ｐ２７＿０１１）により、確認できる。

事業評価（全体）
栄養・口腔・重症化予防
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健診情報

94,900 8,180 41,195

0 0 0

148,360

307,003 0 203,703

416.667
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24,488 0 17,239
232,938 12,544
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受
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医療情報
医療費内訳

医科

入
院

外
来

健診結果、検査値の変化 医療費の変化



KDBシステムの活用（５－④）
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KDBシステム帳票「介入支援実施前後の比較（服薬管理）＿全体」（帳票ID：
P27_019）により、確認できる。

事業評価（全体）
服薬

重複・頻回受診、重複・多剤処方について、参加状
況別に、事業実施前後の値を確認します。

以下の項目より選択可能。
「平均値」・「最大値」・「最小値」・「中央値」



まとめ
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○後期高齢者のＫＤＢデータには、健診結果データが少ない。特定健診等データ管理
システムへ健診結果が登録されることにより、ＫＤＢシステムへ反映される仕組みと
なっている。
○「後期高齢者の質問票」は、令和2年度よりデータの登録が可能となる。
現在の予定では、原則健診時の質問票の状況を登録できる仕様でシステム構築を
している。

○個人情報の適正な取り扱いに関する留意事項の確認が必要となる。
保健事業と介護予防の一体的な実施における個人情報の取扱いでは、
後期高齢者医療広域連合と市町村間での情報の授受
市町村から関係機関等へ委託する場合などの取扱いについて記載されている。

「ガイドライン Ⅰ総括編 ４取り組みを推進するための環境整備 (3)個人情報の適切な取扱いを参照)」

○国保連合会・国保中央会では、ＫＤＢの活用に関する研修等を実施していく予定
としている。


